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図面番号 図面名称

Ａ－０００ タイトル、図面リスト
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Ａ－００４

平面図、矩計図、立面図

焼却炉洗浄仮設計画図
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２．敷地面積

３．工事種目

１．工事場所

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　解体工事仕様

工事特記仕様書

５）特記事項に記載の[　． .　]内表示番号は、改修標準仕様書の当

該項目、当該図又は当該表を示す。

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

官房官庁営繕部制定の「建築物解体工事共通仕様書（建築工事編）

　（令和４年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

　　図面、本特記仕様書及び解体共通仕様書に記載されていない事項は、

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建

築工事編）令和４年版」（以下「標準仕様書」という。）及び「公共建

築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修

標準仕様書」という。）による。

（２）本特記仕様書の表記

１）項目は、・印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の 《  .  .  》内表示番号は、解体共通仕様書の

当該項目、当該図又は当該表を示す。

４）特記事項に記載の(　． .　)内表示番号は、標準仕様書の当該項

目、当該図又は当該表を示す。

・騒音・粉じん

等の対策

・足場等

・樹木等

・地下埋設物

埋設配管

・解体後の整地

・施工計画調査

・石綿粉じん

 濃度測定

・石綿含有

 吹付け材の

 除去

・石綿含有

 保温材等の

 除去

 成形板の除去

・石綿含有

 仕上塗材

 の除去

・石綿含有の

 設備資機材の

 除去

2
章

3
章

5
章

6
章

》

　 サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　採取箇所　　　・図示　　　

《2.2.1》

騒音・粉じん等の対策

　・防音パネル　・防音シート　・養生シート　

設置範囲及び高さ

　・図示（　　　／　　　図による）　

（2.2.4）

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚

《2.4.3》

《3.9.2》

杭

　・行う　　　　　・行わない

杭の解体工法

　・引抜き工法　　・粉砕による解体

《3.10.1》

　《3.11.1》

樹木の伐採抜根及び移植

　・行う（　　　／　　　図による）

　《3.12.1》

地下埋設物及び埋設配管の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

　《3.13.1》

解体後の埋戻し及び盛土

　・行う　　　

　　　整地高さ

　　　　・現状ＧＬ　　・図示（　　　／　　　図による）

　　　埋戻し及び盛土の材料

　　　　・山砂の類

　　　　・他現場の建設発生土の中の良質土

　　　　・再生コンクリート砂

　　　埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め

固めること。

解体後の地均し

　・基礎部分等の撤去範囲の地均しを行う

　・敷地全体の地均しを行う

　・敷地の地均しを行わない

《5.1.2》

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　《6.1. 》

　測定時期、場所及び測定点

　測定方法

　・自動測定器による測定

　・JIS K 3850-1に基づいた測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《6.3.2、3》

　除去対象範囲　　・図示　　

　　工法　　　　・　　　　※6.3.2(1)

　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

　　※湿潤化　　　・固形化

　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《6.4.1》

　除去対象範囲　　・図示　

　　工法　　　　・破砕して除去　・原型のまま手ばらし

　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　　※湿潤化　　・固形化

　除去した石綿含有保温材等の処分　

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《6.5.1》

　除去対象範囲　　・図示

　除去した石綿含有成形板の処分

　　・石綿含有せっこうボード

　　　　※埋立処分（管理型最終処分場）

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　・埋立処分（安定型最終処分場）

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《6.6.1》

　除去対象範囲　　・図示      

　工法　・集じん装置付き超高圧水洗工法（ 100Mpa 以上）

　　　　・湿式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・乾式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・剥離剤（薬品）工法

　　　　・超音波ケレン工法

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　　・埋立部分（安定型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

アスベスト含有の設備資機材の処理については、取りこわ　

し特記仕様書（電気設備の部）及び（機械設備の部）によ

る。

材料名 厚さ(mm) 調査を行う範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

材料名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1または

JIS A 1481-2

JIS A 1481-3または

JIS A 1481-4

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

適

用

測定

名称
測定時期 測定場所

測定箇所数

(各施工箇所

ごと)

・ 測定1

処理作業前

処理作業室内 ・計　　　点

・ 測定2
調査対象室外部

の付近
・計　　　点

・
測定3

処理作業中

処理作業室内 ・計　　　点

・
測定4

セキュリティ

ゾーン入口
・計　　　点

・

測定5

集じん・排気装

置の排出口(処理

作業室外の場合)

出口吹出し風

速1m/sec以下

の位置

・計　　　点

・

測定6

処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

・計　　　点

・

測定7
処理作業後

(シート養生中)
処理作業室内 ・計　　　点

・
測定8 処理作業後

シート撤去後

1週間以降

処理作業室内 ・計　　　点

・
測定9

調査対象室外部

の付近
・計　　　点

測定名称 測定方法

・測定4

・測定5

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）

パーティクルカウンター、繊維状粒子自

動測定器（リアルタイムファイバーモニ

ター）等の粉じんを迅速に測定できる

機器を用いた測定

測定

名称

メンブレン

フィルタ直径

(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

・測定4

・測定5
25 5 30

・測定

・
25 10 120

・測定

・
47 10 240

・測定

・

仮
設
工
事

解
体
施
工

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
等

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

・工作物

（建築物以外） さく、照明設備等の附属物の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

・行わない

3

作業場所周辺養生

　　・行う　　　・行わない

・石綿含有

章 項　　目

1
章

・適用基準

・石綿含有建材

の調査

１）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指

す。

　　建築工事標準詳細図（令和４年版）国土交通省大臣官房

   官庁営繕部整備課

　※石綿含有建材の事前調査

て石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料

等の使用の有無について調査する。

　　調査範囲（※施工範囲全て　　・図示　　　　　　）

　　貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　・既存図面）

　・分析による石綿含有建材の調査

　　分析対象

　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

　　　クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

特　記　事　項

　　分析方法

各
章
共
通
事
項

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によっ

《1.4.1

４．指定部分　 ・有　・無  　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　  指定部分工期　　　年　　月　　日

５．工事範囲　すべての躯体及び仕上げ材とする。

・杭の解体

・山留めの撤去

生労働省　平成21年4月24日）の「（別紙）手すり先行工法

等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たって

は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の

組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は

(3)手すり先行専用足場方式により行う。

鋼矢板等の抜き後の処理　　

　　　　　　　　　　　　　※直ちに砂等で充填する

七戸養護学校焼却炉解体

青森県上北郡七戸町蛇坂　地内

26,334.00　m2

焼却炉　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造　平屋　3.23㎡　解体一式　
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加　賀　沢　香
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株式会社
ＮＯＮ

２５７２－００ 七戸養護学校焼却炉解体工事

Ｒ８．３ 特記仕様書（補足）

Ａ－００１－２
加賀沢 新田加賀沢加賀沢

　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

　　 名　　称 　　施設所在地 　　 備　　考　　 施設名称

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 　　 備　　考

　　 名　　称 　　 施設名称 　　 備　　考　　施設所在地

　　 施設名称　　 名　　称 　　 備　　考　　施設所在地

事前に監督員と協議すること。

　解体工事の適切に管理するため、解体工事施工技士を1名
以上現場に配置すること。

　産業廃棄物広域認定制度により廃棄物を処理する場合は、・ 産業廃棄物広

※　解体工事
　　施工技士

 　域認定制度
 一
 般
 共
 通
 事
 項

章 項　　目 特　　記　　事　　項

 　/日本シーリング材工業会)」による。
　（撤去範囲　　※ 図示　・　　　　）

※「標準施工要領書(日本シーリング工事業協同組合連合会・ PCB含有シー
　 リング材の撤
 　去方法

 解
 体
 施
 工

受入れとして積算している。
　取りこわしにより発生する建設副産物は、以下の施設での

　 処理
・ 建設副産物の

 他
 の
 そ

　・ 特定建設資材廃棄物

　・ 最終処分する建設廃棄物

 建設発生木材

 コンクリート塊

 アスファルト、

 コンクリート塊

 CCA処理木材

 ひ素・カドミウム

 含有石膏ボード

 石膏ボードの処理

 廃油

 廃酸

 廃アルカリ

 ダイオキシン含有

 廃棄物

　・ 処理に注意を要する建設廃棄物

　・ 特別管理産業廃棄物

　・ アスベスト含有建材

　・ 特殊な建築副産物

　　 名　　称

青南商事

青南商事

洗浄工の発生材

洗浄工の発生材

汚泥等

廃プラ
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発電機室

変電設備

特別教室棟

普通教室棟（中央校舎）

管理棟

普通教室棟（南校舎）
渡廊下２
※耐火

屋体棟

給食施設棟

普通教室棟

普通教室棟
1FL＝44.610
※工事中

普通教室棟（北校舎）

法42条1項1号道路

法
4
2
条

1
項

1
号

道
路

車寄

最高の高さ 3.52　ｍ

最高の軒高 1.75　ｍ

建築面積 3.23　㎡

延床面積 3.23　㎡

耐火・準耐火 その他

構造、階数
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

平屋

用　途 ごみ焼却場

棟 焼却炉

【解体建物一覧表】

備考

・焼却炉内の堆積物等の除去作業を行う
・建物を解体する
・解体後の地盤は荒整地とする

＜留意事項＞
・既存資料がなく設計図は全て参考図となるため、施工時に不明な
　部分は監督者と協議の上で実施すること
・安全対策を十分に講じること
・工事に伴う諸申請は速やかに行うこと

至.青森市

七戸武道館

七戸小

天王神社

七戸城跡

七戸庁舎

七戸職業能力
開発校

七戸警察署

道の駅
しちのへ

讃道館

城北こども園

もみのき学園

七戸広域消防

至 十和田市

七戸病院

国
道
４
号
線

国道394
号線

至 十和田市

：解体建物を示す

：作業員駐車場

：搬入搬出経路

校舎工事のための仮囲い

解体対象（焼却炉）

1
8
,
0
0
0

18,000

5,0006,000



検印 担当主任担当

縮尺

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

担当 担当 工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

設　　　計

１級建築士登録第 号

加　賀　沢　香

３２８６４０

株式会社
平面図、矩計図、立面図

２５７２－００ Ａ－００３
Ｒ８．３

七戸養護学校焼却炉解体工事

A 3 : １／５０
新田加賀沢加賀沢

南立面図　Ｓ＝1／５０ 西立面図　Ｓ＝1／５０

焼却炉

Y1 Y2

X1 X2 Y2 Y1

矩計図　Ｓ＝1／５０
※資料がないため、想定図とする

※基礎、屋根などの躯体は有筋コンクリートとする

 陣 傘 部 分 詳 細 図 　 　 Ｓ=1/ １ ０

東立面図　Ｓ＝1／５０ 北立面図　Ｓ＝1／５０

焼却炉煙突

X1 X2

Y2

Y1

Y1 Y2 X2 X1

平面図　Ｓ＝1／５０

陣傘

躯体コンクリート現し

鉄扉

砕石：既存のまま

溶接金網
φ4×100×100

鉄板　t=0.35

モルタル

L-40×40×3

鉄扉

耐火レンガ 230×110×65

CB 400×200×120

鉄扉

灰出口鉄製扉
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検印 担当主任担当

縮尺

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

担当 担当 工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

設　　　計

１級建築士登録第 号

加　賀　沢　香

３２８６４０

株式会社
A 3 : １／５０

Ａ－００４
焼却炉洗浄仮設計画図

七戸養護学校焼却炉解体工事

Ｒ８．３

２５７２－００
新田加賀沢加賀沢

倉庫（３）

倉庫（４）

X1 X2

Y2

Y1

焼却炉

X1 X2

（5）汚染区域の密封養生

（6）堆積灰等撤去

     区域内の取外し、移動可能な物品の片付をし、仮設小屋の組立、設置をする。
（4）作業前片付・仮設小屋設置

（1）事前調査及び処理計画
     事前調査（汚染付着物のサンプリング）と処理計画及び処理計画書等を作成する。

（2）仮設管理区域設置
     処理作業者以外の立入禁止区域を決定『立入禁止』表示を行う。

     エアーシャワー、集じん排気装置、化学防護服、マスク等、汚染廃水貯留タンク等
     の準備設置をする。

（7）付着物洗浄除去
     焼却炉等はハンドガンを使用し高圧洗浄機により汚物付着物の洗浄除去を行う。
     ハツリ残渣は、容器に入れた後仮保管場へ移動する。

（8）付着物除去の確認

（10）密封養生撤去

（11）仮設設備機材等搬出
     安全衛生設備等は清掃等を行い取外し、搬出する。

（12）仮設密封区域解除
     養生等を取り除いた後に清掃し密封区域の解除。

（13）清掃

（14）産業廃棄物の運搬・処分
     収集、運搬及び処分の許可の有する業者へ委託を行う。

（15）検査
     工事記録を作成するとともに、発注者等に工事完了報告をして、完成検査を受ける。

（16）記録
     作業環境測定分析等３０年間保存する。

     ポリエチレンフィルム等による壁面、天井面の密封養生をし、必要に応じて木下地
     等により下地を組み養生する。床面は防水養生をする。

     堆積灰撤去に先立ち散水等により湿潤な状態にし、丈夫な廃棄袋に入れ仮保管場所
     へ保管する。

     洗浄廃水は仮設廃水貯留タンクへポンプアップし、容器に入れた後仮保管場所へ
     移動する。

     廃棄物として処理する解体物については目視により付着物除去の確認を行い写真に
    より記録を残す。

（2）仮設管理区域設置

（3）安全衛生設備等設置

（5）汚染区域の密封養生

（7）付着物洗浄除去

（8）付着物除去の確認

（6）堆積灰等撤去

（1）事前調査及び処理計画

完了

（9）密封養生撤去

（10）仮設設備機材等搬出

（11）仮設密封区域解除

（12）清掃

（13）産業廃棄物の運搬・処分

（14）検査

（15）記録

（4）作業前片付・仮設小屋設置

（3）安全衛生設備等設置

※保護具はレベル１とする

※第１管理区域

     密封養生を撤去し、管理区域を開放する。

     周辺にごみ等が落ちてないか、確認する。

焼却炉　外部小屋（単管組）
　床面：構造用合板ｔ＝12
　屋根：構造用合板ｔ＝12　+ブルーシート
　外周部：防炎シート

焼却炉　内部　（木下地組）
　床面：ゴムシート防水ｔ＝0.8㎜
　壁・天井面：ポリエチレンシートｔ＝0.1mm

焼却炉　内部　（木下地組）
　床面：ゴムシート防水ｔ＝0.8㎜
　壁・天井面：ポリエチレンシートｔ＝0.1mm

焼却炉　外部小屋（単管組）
　床面：構造用合板ｔ＝12
　屋根：構造用合板ｔ＝12　+ブルーシート
　外周部：防炎シート

セキュリティゾーン（エアシャワー）
　床面：木下地組+ポリエチレンシートｔ＝0.15二重
　壁・天井面：木下地組+ポリエチレンシートｔ＝0.1

セキュリティゾーン（エアシャワー）
　床面：木下地組+ポリエチレンシートｔ＝0.15二重
　壁・天井面：木下地組+ポリエチレンシートｔ＝0.1
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更衣室

洗身室

前室

焼却炉　仮設計画図（平面図）

焼却炉　仮設計画図（立面図）


